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西

順
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名

誉

教

授

著

訳

目

録

一

九
三

九

年

朱
子
に

於
け
る

善
悪
の

問
題

藤
田

幽
谷

一

九
四

〇
年

支
部
思
想
の

最
近
の

研
究
に

つ

い

て

*

数
学
の

せ
界

-
周
嫌
渓
の

学

-

一

■
九
四

一

年

*

疑

経

】

九
四

〓

年

北
支

点
村
の

宗
教
概
況

一

九
四

三

年

満
洲
国
の

宗
教
問
題

一

九
五

一

年

*

三

人
の

北
宋
士
大
夫
の

息
憩

*

程
明
通
の

天
理

-
-
性
理

学
の

理
的
性
格
-
-

一

九
五

〓

年

*

対

句

*

主
語
の

な
い

言
葉

1
中
国
語
に

つ

い

て

の

試
論

-

*

張
検
案
の

思
想

-
｢

天
地
+

と
い

ふ

世
界

-

晦

.

一

わ

し

ド

紆

h

争
け

ず

一

-々

『

国
民
棉
神
文
化
』

五

-
三

『

国
民
精
神
文
化
』

五

-
一

一

『

国
民
棉
神
文
化
』

六

-
三

『

国
民

棉
神
文
化

』

六

-
一

二

『

国
民
精
神
文
化
』

七

-
七

『

国
民
清
神
文
化
』

八

-
八

『

大
東
亜
文
化

建
設
研
究
』

四

『

一

橋
論
叢
』

二

六

-
一

『

哲
学
雑
誌
』

六

六

-
三

『
一

橋
小

平
学
報
』

四

月

鮒
加
鯛

箋
娼
触
鮎

昌
文
化
研
究
会

『

一

橋
論
叢
』

二

八

-
二

′

や

■

軒
け

事

†

ゝ

叫

▲

β∂0



御

叫

竹

.

叫

､

甘
｢

･
J

〔

例
会
要
旨
〕

宋
学
の

性

質
に

つ

い

て

､

点
ワ

㍉

一

九
五
三

年

*

中
国
の

｢

実
践
論
+

｢

矛
盾
論
+

*
(

中
国
の

｢

実
践
論
+

｢

矛
盾
論
+

*

北
宋
そ
の

他
の

正

統
論

*

天
下

･

国
･

家
の

思
想

一

九
五
四

年

に

つ

い

て

に

つ

い

て
)

に

つ

い

て

-
理
論
の

実
践
性

-

( 1 15) 西 収蔵名誉教授著訳目録

姿
勢
を

正

し

く

-
彼
の

立

湯
に

立
っ

て

読
む
こ

と

ー

宋
代
の

儒
教

*

周
凍
渓
の

聖
人
説

*

孟
子
の

道
義
説

一

九
五

五

年

仏
教
と

中
国
風

恕

*
｢

戴
震
の

方
法
+

試

論

一

九
五
大

年

月
並
な

は

な

し

『

東
洋
の

名
著
』

(

中
国
思

想
の

部
)

*

竹
林
の

士
と
そ

の

｢

自
然
+

に

つ

い

て

穂
康
｢

声
無
蓑
楽
論
+

日

訳
並

び
に

註

*

魂
の

君
子
た

ち
の

思
想
の

性
質
に

つ

い

て

一

九
五

七

年

い

ま
ご

ろ

の

中
国
の

､

旧

恩
想
の

研
究

-

九
五

八

年

*

孟
子
と

筍
子
の

天
下
説

『

東
京
支
部
学
会
報
』

一

一

『

現
代
中
国
』

一

五

『

現
代
中
国
』

一

八

『

一

橋
論
叢
』

三

〇

-
五

『

大
倉
山
論
集
』

二

『

図
書
新
聞
』

二

五

〇

『

歴
史
教
育
』

二

-
八

『

一

橋
論
叢
』

三

二

-
四

『

大

倉
山
学
院
紀
要
』

一

『

現
代
仏
教
講
座

』

二

(

角
川
書
店
)

『

東
京
支
部
学
報
』

一

『

一

橋
小

平
学

報
』

九
月

『

毎
日

ラ

イ
ブ

ラ

リ
ー
』

(

毎
日

新
聞
社
)

『

一

橋
大
学
･

社
会
学
年
報
』

一

『

大
倉
山
学
院
紀
要
』

二

『
一

橋
論
叢
』

三

六

-
六

『

大
安
』

一

五

『

一

棟
論
叢
』

三

九

-
一

3 ∂J
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中
国
古
代
デ
ィ

ス

ポ

チ
イ

ズ
ム

の

諸
条
件

仏
教
と

中
国
思
想

*

筍
子
の

天
下
に

お

け
る

物
と

そ

の

香
定
に

つ

い

て

『

古
代
寓

話
文
学
集
』

(

後
藤
基
巳

･

高
田

淳
･

大
滝

一

雄
と

共
訳
)

*
｢

人
民

内
部
の

矛
盾
を
正

し

く
処
理

す

る

問
題
に

つ

い

て
+

*

こ

れ

か

ら
の

儒
教
及
び

中
国
思
想

一

九
五

九

年

王

船
山
読
書
会
二

つ

の

紹
介
と

王

船
山
の

門
前
の

記

一

九
大

○

年

*

括
康
た

ち
の

思
想

に

関
係
す
る
二

三

の

問
題
に

つ

い

て

燕
康
｢

釈
私
論
+

｢

大
師

歳
+

｢

家
誠
+

の

日

語
訳
並
び

に

注

-

哲
学
を

学
ぷ

中
国
人
民

*

稀
康
の

釈
私
論
の

一

つ

の

解
釈

*

中
国
近

代
思
想
の

な

か

の

人
民

概
念

顧
炎
武
の

思
想

一

九
六

一

年

｢

中
国
現
代
哲
学
+

｢

中
国
の

宗
教
+

宋
代
の

士
､

そ
の

思
想
史

*
｢

中
国
哲
学
+

の

｢

時
間
論
+

の

動
機

*

李
大
剣

句

歴
史
学
研
究
』

ニ
ー

九

『

講
座

仏
教
』

四

(

大
蔵
出
版
社
)

『

東
京
支
部
学
報
』

四

『

中
国
古
典
文
学
全

集
』

二

(

平
凡
社
)

『

現
代
中
国
』

三
二

『

東
洋
思
想

講
座
』

四

(

至
文
堂
)

『

中
国
近

代
息
忍
史
研
究
会
会
報
』

二

『
一

橋
論
叢
』

四
三

-
三

『

大

倉
山
論
集
』

八

(

大
倉
山

精
神

文

化

研
究
所
創
立
三

〇
周
年
記
念
号
)

『

世

界
哲
学
史
た

よ

り
』

六
(

ソ

ダ
イ

エ

ト

科
学
ア

カ

デ
､

､

､

-

版
『

世

界
哲
学
史
』

月

報
)

『

福
井
博
士
額
寿
記
念
東
洋
思
想
論
集
』

鞘
濾

襲
鮎

ア

思

要
』

一

｢

中
国

『

世
界
ノ

ン

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

全

集
』

一

一

月
報
(

筑
摩
書
房
)

『

玉

川
百
科
大
辞
典
』

一

二

『

世
界
の

歴
史
』

六

｢

東
ア

ジ

ア

世

界
の

変
貌
+

(

筑
摩
書
房
)

『

香
報
』

三

六

(

極
東
書
店
)

『

一

橋
論
叢
』

四

五

-
四

β8 之
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∴

略
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←

∴
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吋
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内

金
一
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ド

ー
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r

†

帝
腔

一

事

.

も

監



メ

か

メ

･

禽
√

一叫

ナ

斗

.1

1

†

鞘

j

甥

( 1 1 7) 西 順蔵名誉教授著訳 目録

自
分
の

書
く
履
歴

〔

書
評
〕

竹
内
好
著
『

魯
迅
評
論
集
』

*

荘
子
(

遭
遇
遊
)

*

空
論
に

つ

い

て

の

空
論

一

九
大
〓

年

*
〔

書
評
〕

貝
塚
茂
樹
著
『

諸
子
百
家
』

*

思
想

･

思
想
史
の

(

か

た

ち
)

*

実
践
に

結
び

つ

く

学
習

-
新
島

･

放
村
論
文
を

読
ん

で

-

〔

ア

ン

ケ
ー

ト
〕

｢

ア

ジ

ア
･

フ

ォ

ー

ド

両
資
金
の

問
題
点
+

*
〔

ア

ン

ケ
ー

ト
〕

｢

わ

れ

わ

れ
は

要
請
す
る
+

*

研
究
の

自
由
を

守
れ

-
再
論
中
国
研
究
者
と

〝

ヒ

モ

ツ

キ

資
金
″

-

*
〔

ア

ン

ケ

ー

ト
〕

｢

A
･

F

問
題
に

関
す
る

全
中
国
研
究
者
シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム

(

紙
上

発
言
)

+

一

九
大

王

年

*

研
究
の

カ

ネ

〔

例
会
要
旨
〕

清
初
の

中
華
主

義

-
呂
留
良
の

場
合

-

*

呂

晩
村

*
〔

ア

ン

ケ
ー

ト
〕

｢

新
入

生
に

望
む
+

*

あ
る

中
国
哲
学
の

あ

る

側
面

*

王

夫
之

儒
教
を

中
心

と

す
る

中
国
風
憑

-
そ
の

特

質
と

歴
史
的
社
会
的
背
景

-

〔

資
料
細
介
〕

侯
外
度
に

つ

い

て

『

一

棟
新
聞
』

六

九
八

『

一

橋
新
聞
』

七

〇
七

倉
石

博
士
還
暦
記
念

『

中
国
の

名
著
』

(

勤

草
書
房
)

『

一

橋
新
聞
』

七

二

『

図
書
新
聞
』

六
三

九

『

中
国
近

代
思

想
史
研
究
会
会
報
』

『

図
書
新
聞
』

六

五
一

『

中
国
近

代
思
想

史
研
究
会
会
報
』

『

中
国
近

代
思
想
史
研
究
会
会
報
』

『

図
書
新
聞
』

六

六
一

二

二

二

五

二

六

『

ア

ジ

ア
･

フ

ォ

ー

ド

財
団
資
金

問
題
に

関
す

る

全
中
国
研
究
者
シ

ン

ポ

ジ

ウ
ム

の

記

録
』

『

一

橋
新
聞
』

七

三

三

『

中
国
近

代
思
想

史
研
究
会
会
報
』

二

九

『

一

橋
論
叢
』

四

九
-
四

『

一

橋
新
聞
』

七
三

七

『

中
国
近

代
思
想
史
研
究
会
会
報
』

三
一

字
野
哲
人
博
士
米
寿
記
念
論
集
『

中

国
の

思
想
家
』

下
(

勤
草
書
房

)

『

時
事
教
養
』

三

三

四

(

自
由
書
房
)

『

中
国
近

代
息
憩
史
研
究
会
会
報
』

三

三

湖



一 橋静養 第八 十
一 巻 第三 号 ( 1 1 8)

*
〔

書
評
〕

東
京
大
学
中
国
哲
学
研

究
室
編
『

中
国
の

思
想
家
』

上
･

下

*

稿

康
の

静
の

思
想

一

九
大

凶

年

*
〔

ア

ン

ケ

ー

ト
〕

｢

新
入

生
諸
君
に

ー
竜
の

ハ

リ
コ

衣
裳
は

脱
が

ね

ば

な

ら
ぬ

ー
+

*
〔

書
評
〕

荒
木
見
悟
著
『

仏
教
と

儒
教

-
中
国
思
想
を

形
成
す
る

も
の

ー
』

*

全
人

民

参
加
の

哲
学

-
人
間
の

生

産
闘
争
の

理

性
的
認
識
と

し

て

ー
ー

*
〔

ア

ン

ケ

ー

ト
〕

｢

A
･

甘

計
画
の

打
ち

切

り
･

中
止

を

要
求
す

る
+

*

無
か

ら
の

形
成

-
(

わ
れ

わ

れ

中
国
人
民
)

の

成
立
に

つ

い

て

1

一

九
大

五

年

*
〔

書
評
〕

重
沢

俊
郎
著
『

中
国
哲
学
史
研
究
』

〔

ア

ン

ケ
ー

ト
〕

｢

日

韓
間
題
+

*

聡
明
な

人
の

ば

か

け

た
こ

と

ば

に

つ

い

て

ー
｢

朝
鮮
統
治
は

共
栄
の

帝
国
主
義
+

-

〔

座
談
〕

ア

ジ

ア

に

お

け

る

中
国

一

九
大

六

年

〔

座
談
〕

日

韓
間
題
と

日

本
の

知
識
人

*

高
等
学
校
の

漢
文
教
科
書

*

毛
沢

東

-
『

実
践
論
』

ま

で
･

そ
の

人
間
観

卜

〔

書
評
〕

丸
山
昇
著
『

魯
迅

-
そ
の

文
学
と

革
命

-
』

〔

座
談
〕

毛
沢

東
時
代
を

ど

う
評

価
す
る

か

*

文
化
大
革
命
は

階
級
闘
争
で

あ

る

ー
学
者

･

文
化
人
の

懸
念
に

答
え

て

-

『

ア

ジ

ア

の

歴
史
と

歴
史
家
』

(

増
井
経
夫
)

お

よ

び

学
者
知
識
人
に

つ

い

て

一

九
六

七

年

｢

こ

ん

な

問
題
意
識
を

も
っ

て

勉
強
し

た

ら
…

…
+

〔

座
談
〕

中
国
文
化
を

ど

う
見
る

か

『

図
書
新
聞
』

七
二

二

『

集
刊

東
洋
学
』

一

〇

『

一

橋
新
聞
』

七

五

六

『

東
京
支
部
学
報
』

一

〇

『

三

田

新
聞
』

一

〇
二

四

『

中
国
近

代
思
想
史
研
究
会
会
報
』

四
一

『

展
望
』

復
刊

一

(

筑
摩
書
房
)

『

大
安
』

一

一

-
二

『

一

橋
新
聞
』

七

八

四

『

一

橋
新
聞
』

七

八

四

『

展
望
』

一

二

月

『

現

代
の

眼
』

二

月

『

月

刊

東
署
高
校
通
信
国
語
』

四
二

『

一

橋
論
叢
』

五

五

-
四

『

歴
史
評
論
』

⊥

八

八

『

潮
』

七

月

『

一

橋
新
聞
』

八

〇
〇

『

中

国
近

代
思
想
史
研
究
会
会
報
』

四
三

『

一

橋
新
聞
』

八
一

〇

『

読
書
人
』

九
月

一

八
日

3 ∂4

取

←

付

人

争
〟

-

J
T
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-

ぺ
ー

l

一
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げ

串
ド
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恥
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*

哲
学
の

運
命
に

つ

い

て

ー
中
国
の

場
合

-

序
説
/
中
国
宗
教
史
略
年
表
/
〔

座
談
〕

中
国
宗
教
の

性
格
に

つ

い

て

-

九
大

八

年

私
見
開
陳

*
｢

思
怒
の

言
葉
+

*

書

感

*

妄

読

〔

座
談
〕

漢
文
教
育
は

変
わ
っ

た

か

金
嬉
老

氏
と

在
日

朝
鮮
人
問
題

*

外
国
人

学
校
制
度
と

在
日

朝
鮮
人

あ

た

り

ま

え
の

要
求
が

な

ぜ

と

お

ら
ぬ

｢

会
報
五

〇
号
を

記
念
し

て
+

頭

髪

〔

座
談
〕

漢
文
教
育
と

人

間
形
成
を
め

ぐ
っ

て

一

九
六

九
年

『

中
国
思
想
論
集
』

(

右
記
*

印
論
文
収
録
)

批
判
の

府
と

は

な

に

か

自
治

･

自
由
と

｢

国
益
+

と

〔

座
談
〕

現
代
世

界
に

お

け
る

研
究
者

〔

座
談
〕

中
国
革
命
と

近

代

〔

座
談
〕

日

本
人
と

中
国

艦

諾
廿
)

撃
』

一

｢

哲
学
の

蔓
+

(

岩

『

中
国
文
化
叢
書
』

六

｢

宗
教
+

(

大
修
館

書
店
)

『

中
国
近

代
思
想

史
研
究
会
会
報
』

四
八

『

思
想
』

五
二

三

『

東
洋
文
化
』

四

四

卵

誰

鞍
増

発
毀
九

(

撃
大

『

東
署
高
校
通
信
国
語
』

六
五

『

朝
鮮
研
究
』

七
三

『

一

橋
新
聞
』

八
三

四

『

日

中
文

化
交
流
』

二
二

〇

『

中
国
近

代
思
想
史
研
究
会
会
報
』

五

〇

『

ア

ジ

ア

経
済
旬
報
』

七

二

五

『

漢
文
教
室
』

八

八

(

筑
摩
書
房
)

『

朝
鮮
研
究
』

八

四

-

福
助
朗
臥
国
管
理

法
案
粉
砕
実
行
委
ビ

講
座
『

現
代
中
国
』

一

(

大

修
館
書
店
)

同
右
二

同
右
三

ββ∂



一 橋論叢 第八 十
一 巻 第三 号 ( 1 2 0)

一

九
七

〇
年

〔

政
文
〕

『

中
国
の

近

代
と

儒
教
』

に

寄
せ

て

五

二
七
の

保
谷
市
民
の

集
い

の

こ

と

支
配
者
の

こ

と

ば

を

つ

か

う
こ

と

終
戦
の

日

本
と

出
入

国
管
理

体
制

｢

韓
国
語
+

一

九
七

一

年

国
民

健
康
保
険
適
用
の

闘
い

〔

翻
訳

･

解
説
〕

概
廉
｢

音
楽
に

哀
楽
は

な
い

と

い

う
こ

と
+

(

五

六

年
旧

訳
の

改
訳
)

廼
麺
海
淵

餅
噸

襲
輪
姦
㍍

蒜
鯛
什
㍍
和

語
凋

鯉
臥
復
仇

一

九
七
こ

年

序
章
/
終
章

随

想

｢

人
民

内
部
の

矛
盾
+

｢

矛
盾
論
+

｢

毛
沢
東
+

｢

毛
沢

東
思
想
+

■

九
七

三

年

〔

座
談
〕

部
落
差
別
へ

の

自
己

批
判
と

私
た

ち

『

論
語
』

や

『

荘
子
』

や

許
せ

ぬ

権
力
の

差
別
犯

罪

一

九
七

四

年

｢

批
林
批
孔
+

に

関
し
て

捲
舌
音

高
田

淳
『

中
国
の

近

代
と

儒

教
』

(

紀
伊

図
星
書
店
)

『

保
谷
市
民
の

集
い

ニ

ュ

■-

ス

』

五

『

ア

ジ

ア
』

六

月

『

保
谷
市
民
の

集
い

ニ

ュ

ー

ス

』

九

『

保
谷
市
民
の

集
い

ニ

ュ

ー

ス

』

『

保
谷
市
民
の

集
い

ニ

ュ

ー

ス

』

一

四

季
刊
『

ト

ラ
ン

ソ
ニ

γ

ク
』

夏
.

『

中
国
古
典
文
学

大

系
』

五

八

｢

清
末

民

国
初
政
治
評
論
集
+

(

平
凡

社
)

謂
棉

謂
㌶
影

､
.

肘

㌶
彪
針
叩

(

三

省
堂
)

『

理

想
』

四
九
〇

『

現
代
中
国
事
典
』

(

講
談
社
)

『

た
い

ま
つ

』

四
三

『

中
国
古
典
文
学
大

系
月

報
』

五

六

(

平

凡
社
)

『

狭
支
連
新
聞
』

九
月
十

日

『

竜
渓
』

九

『

中
国
語
』

一

七
三

3 ∂β

芋

.

埠

-

.

軒

､
l

L
､

凍
り

ヰ

･

一
丁

-

.

+

【
.

一

㌣

Y

命
げ

シ

■←
.

も
7

恥

■

r～

▲
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普
通
話
臆
龍

一

九
七

五

年

ぼ

く
の

朝
鮮
経
験
ほ

こ

と

ば

を

争
う

凝

読

売
り

買
い

さ

れ

る

｢

お

ふ

く
ろ

の

味
+

音
無
し

魯
迅

藤
本
さ

ん
の

『

地
の

さ

ざ

め

ご

と
』

の

著
作
権
の

訴
え
は

､

所
有
権
を

争

う
訴
え
で

な
い

｡

人

間
の

い

の

ち
の

お

も
い

を

訴
え

て

い

る
の

で

あ
る

｡

京
城
の

防
火
水
槽

一

九
七

大

年

〔

座
談
〕

伝
統
と

革
新

人

間
と

し
て

の

学
問

〔

対

談
〕

毛
沢

東
の

思
想

一

九
七

七

年

〔

翻
訳

･

解
題
〕

讃
嗣
同
｢

仁
と

学
+

二

つ

の

こ

と

さ
い

ど

く

〔

座
談
〕

部
落
解
放
と

天
皇
制

京
城
生

活
の

断
片
そ

の

他
(

連
載
)

一

九
七

八

年

狭
山
と

権
力
合
理

主
義

同

和
問
題
の

本
質
に

つ

い

て

蔵
書

-
空
し
い

日
日

の

な

か

で

『

中
国
語
』

一

七

四

季
刊

『

三

千
旦
』

冬

『

中
国
語

』

一

八

〇

『

岩
波
講
座
世

界
歴
史
月
報
』

三

〇

『

大
法
輪
』

四

月

『

中
国
語
』

一

八
七

『

地
の

さ

ざ
め

ご

と

通
信
』

一

『

健
康
』

一

二

月

『

中
国
今
昔
』

(

二

玄
社

)

『

一

橋
新
聞
』

九
五

一

『

中
国
語
』

二

〇
〇

『

原
典
中
国
近

代
思
想
史
』

二
(

岩
波
書
店
)

『

部
落
解
放
』

一

〇
〇
号

『

健
康
』

七

月

『

東
京
部
落
解
放

』

一

〇

『

未
来
』

一

一

月
卜
七

八

年
六

月

『

日

本
読
書
新
聞
』

一

〇
月

一

日

『

東
京
部
落
解
放
』

一

四

『

図
書
新
聞
』

七

月
一

五

日

β∂7



一 橋論叢 第八 十
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解

説

傍
聴
し
て

い

て

思
っ

た

(

附
)

掃
集

･

監
修

『

中
国
文
化
叢
書
』

六

｢

宗
教
+

(

窪
徳
息
と

共
同
編
集
)

講
座
『

現
代
中
国
』

全
三

巻
(

菅
沼
不
二

夫
･

新
島
浮
艮

･

野
原
四

郎
と

共
同
編
集
)

『

中
国
古
典
文
学
大
系
』

五

八

｢

清
末
民

国
初
政
治
論
集
+

(

島
田

慶
次
と

共
同
編
集
)

叢
書
『

現
代
の

ア

ジ

ア
･

ア

フ

リ
カ
』

全
十
巻
(

飯
塚
浩
二

･

坂
本
徳
政
と

共
同
監
修
)

『

原
典
中
国
近

代
思
想
史
』

仝
六

冊

(

編

集
代
表
)

『

武
内

義
雄
全

集
』

八

｢

思

想

史

第
一

+

(

角
川

書
店
)

『

地
の

さ

ざ

め
ご

と

通
信
』

一

四

一

九
六
七

(

大

修
館
書
店
)

一

九
六

九
(

大

修
館
書

店
)

一

九
七

一

(

平
凡
社
)

一

九
七

一

(

三

省
堂
)

一

九
七

六

(

岩
波
書
店
)

3∂8

こ

の

目
録
ほ

､

印
刷
物
と

な
っ

て

公
表
さ

れ

た

限
り
の

も
の

を
､

刊
行
年
次
に

従
っ

て
､

い

ち
お

う
網
羅
す
る

方
針
で

編
成
し

､

実
際
に

も

そ

の

可

成
り
の

部
分
を

尽
す
結
果
に

な
っ

た

と

思
う

｡

ま
こ

と

に

感
謝
す
べ

き
こ

と
に

､

前
半
は

『

中
国
思
想
論
集
』

に

付
し
た

戸
川
芳
郎
氏

作
製
の

｢

論
著

目
録
+

に
､

そ

れ

以

後
の

分
は

坂
元
ひ

ろ

子
氏
の

丹
念
な

調
査
に

､

い

ず
れ

も
ほ

ぼ

全
面
的
に

便
乗
し

え
た

お

蔭
で

､

責
任
者
の

能
事
は

そ

れ

ら
を

一

つ

に

つ

な

ぐ
だ

け
で

了
っ

た

よ

う
な

も
の

で

あ
る

｡

す
な

わ

ち
､

大
体
の

と
こ

ろ

戸
川
目
録
を

増
補
し

た
に

と

ど

ま
っ

て
､

魂
胆
横
着
に

似
な
い

で

は

な
い

が
､

こ

れ

と

い

う
の

も
､

『

中

国
思
想
論
集
』

を

寄
っ

て

た

か
っ

て

編
集
刊
行
し

て

以

后
､

こ

こ

に

ま

た

殊
更
別
様
の

区
切

り

立
て

や

ら

締

括
り

沙
汰
に

及
ん
で

､

万
一

わ

が

学
人
の

心

境
に

累
ヲ

致
ス

所
で

も

あ

れ

ば
､

そ
の

罪
は

な

か

な

か

軽
く

な

か

ろ

う
か

ら
で

あ
る

｡

そ
こ

の

と
こ

ろ
の

無
責

任
の

責
任
は

､

や
は

り

明
ら
か

に

し
て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

(

木
山
英
應
謹
ん
で

話
す
)
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†
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ト
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一

命
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f
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